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二
〇
六

一　

緖　

論

一
九
三
〇
年
の
上
海
文
壇
に
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
た
穆
時
英
（
一
九
一
二―

一

九
四
〇
）
は
、
現
在
で
は
「
中
國
新
感
覺
派
」
の
代
表
的
な
作
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
穆
時
英
の
活
動
は
、
一
九
三
〇
年
に
雜
誌
『
新
文
藝
』
に
「
咱
們
的
世

界
」（
お
れ
た
ち
の
世
界
）（
第
一
卷
第
六
號
、一
九
三
〇
年
二
⺼
）
お
よ
び
「
黑
旋
風
」

（
第
二
卷
第
一
號
、
一
九
三
〇
年
三
⺼
）
を
發
表
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
、
俗
語
を
織
り
交
ぜ
た
一
人
稱
の
語
り
に
よ
っ
て
、
下
層
民
の
生
活
や
感
情

を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
穆
時
英
は
一
躍
左
翼
文
壇
で
㊟
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
時
朞
の
代
表
作
は
、「
南
北
極（
１
）」
で
あ
る
。

穆
時
英
が
處
女
作
を
揭
載
し
た
雜
誌
『
新
文
藝
』
の
同
人
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文

學
や
日
本
の
新
感
覺
派
を
紹
介
す
る
一
方
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
文
藝
理
論
を
飜

譯
し
た
「
科
學
的
藝
術
論
叢
書
」
を
刊
行
す
る
な
ど
、
左
翼
文
藝
の
紹
介
に
も
努

め
て
い
た（
２
）。

『
新
文
藝
』
同
人
の
傾
向
は
穆
時
英
に
影
響
を
與
え
、
穆
時
英
が
一
九
三
一
年

一
〇
⺼
に
發
表
し
た
中
編
小
說「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子（
３
）」（

暇
つ
ぶ
し
に
さ
れ
た
男
）

は
、
上
海
の
大
學
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
臺
に
男
女
の
戀
の
か
け
ひ
き
を
描
い
た
、

新
感
覺
派
的
な
作
風
の
作
品
で
あ
る
。

穆
時
英
が
短
朞
閒
の
う
ち
に
異
な
る
作
風
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
は
、
當
時
か
ら

㊟
目
を
集
め
て
き
た（
４
）。
先
行
硏
究
に
お
い
て
も
、
李
征
氏
が
穆
時
英
の
最
初
の
二

つ
の
短
編
集
『
南
北
極
』
お
よ
び
『
公
墓
』
所
收
の
作
品
を
、「
寫
實
的
な
作
風
」

と
「
新
感
覺
派
的
な
作
風
」
の
二
つ
の
類
型
に
分
類
す
る
な
ど（
５
）、
作
風
の
變
化
は

一
つ
の
論
點
で
あ
っ
た
。

拙
論
は
、
穆
時
英
作
品
に
お
け
る
戀
愛
と
性
愛
の
問
題
を
切
り
口
に
、
作
風
の

轉
換
に
新
た
な
視
角
を
提
供
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
日
本
の
詩
人

堀
口
大
學
（
一
八
九
二―

一
九
八
一
）
の
引
用
に
着
目
す
る
。
穆
時
英
は
初
朞
を
代

表
す
る
作
品
「
南
北
極
」
と
、
新
感
覺
派
的
な
作
風
の
第
一
作
「
被
當
作
消
遣
品

的
男
子
」
で
、
ど
ち
ら
も
堀
口
大
學
の
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
。
引
用
さ
れ
る
堀

口
の
詩
句
は
、
都
會
的
で
享
樂
的
な
男
女
關
係
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歬
者
に

お
い
て
は
、
堀
口
の
詩
に
主
人
公
は
反
感
を
抱
く
の
に
對
し
、
後
者
の
主
人
公
は
、

堀
口
の
詩
に
好
意
を
持
ち
、
模
倣
し
よ
う
と
つ
と
め
る
。

二　

初
朞
の
作
品
「
南
北
極
」
に
お
け
る
性
愛

「
南
北
極
」
は
、
山
村
出
身
の
靑
年
「
小
獅
子
」
の
一
人
稱
の
語
り
に
よ
る
。

穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

　
　

―

「
南
北
極
」
お
よ
び
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
を
中
心
に―

�

福
長
　

悠



穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

二
〇
七

邊
兒
多
麼
樂
。
瞧
了
可
得
氣
炸
了
肚
子
！
（
穆
時
英
「
南
北
極
」
八
二
ペ
ー
ジ
）

　

お
れ
は
劉
家
で
一
年
半
用
心
棒
を
つ
と
め
た
が
、
あ
い
つ
ら
の
や
っ
て
る

こ
と
は
本
當
に
ま
っ
た
く
氣
に
⻝
わ
ね
え
。
お
れ
は
時
々
張
じ
い
さ
ん
の
家

に
行
っ
て
、
會
う
よ
う
に
し
て
た
が
、
歸
っ
て
旦
那
樣
や
お
坊
ち
ゃ
ん
を
見

る
と
、
夜
も
眠
れ
な
く
な
る
。
比
べ
も
ん
に
な
ん
ね
え
！　

あ
っ
ち
だ
け
見

て
こ
っ
ち
を
見
な
け
り
ゃ
あ
、
あ
っ
ち
が
ど
ん
だ
け
苦
し
ん
で
、
こ
っ
ち
が

ど
ん
だ
け
樂
し
ん
で
る
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。
見
ち
ま
っ
た
ら
、
ブ
チ
切
れ

ち
ま
わ
あ
！

小
獅
子
は
、
元
の
大
家
で
あ
る
「
張
老
頭
兒
」（
張
じ
い
さ
ん
）
と
、
劉
家
の
格

差
を
目
擊
し
、「
晚
上
別
想
睡
覺
」、「
瞧
了
可
得
氣
炸
了
肚
子
」
と
、
生
理
的
あ

る
い
は
感
情
的
な
昂
ぶ
り
を
表
朙
す
る
。
引
用
に
續
い
て
、
彼
は
「
誰
是
天
生
的

貴
種
？
誰
是
賤
種
？
」（
生
ま
れ
つ
き
ご
立
派
な
血
筋
や
、
賤
し
い
血
筋
な
ん
て
あ
る
の

か
？
）
と
、
格
差
に
對
す
る
强
い
反
感
を
語
る
。

こ
う
し
た
語
り
は
、
同
時
代
の
左
翼
文
壇
の
㊟
目
を
集
め
た
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
陽
翰
笙
は
「
小
獅
子
確
實
一
條
反
叛
上
層
社
會
的
英
雄
好
漢
」（
小
獅
子
は
た

し
か
に
上
層
社
會
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
英
雄
好
漢
で
あ
る
）
と
評
價
す
る
。
た
だ

し
、
主
人
公
の
「
一
種
盲
目
的
憎
憤
的
感
情
，
一
種
英
雄
主
義
的
個
人
的
豪
氣
」

（
盲
目
的
な
憎
し
み
と
憤
り
の
感
情
、
英
雄
主
義
的
で
個
人
的
な
豪
氣
）
に
は
批
判
を
加

え
る（
６
）。

作
品
の
主
題
の
一
つ
が
、
都
市
に
お
け
る
經
濟
的
格
差
で
あ
る
こ
と
は
、
閒
違

い
な
い
。
一
方
で
、
作
品
に
は
樣
々
な
女
性
が
登
場
し
、
小
獅
子
の
彼
女
ら
に
對

す
る
反
感
や
同
情
が
つ
づ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
印
象
的
な
の
は
、
美
貌
と
財
力
を

ね
備
え
た
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
に
對
し
て
、
主
人
公
が
示
す
反
感
で
あ
る
。

用
心
棒
を
勤
め
て
い
る
小
獅
子
は
、
☃
が
降
っ
た
あ
る
夜
、
劉
公
館
の
庭
を
步

い
て
い
る
と
き
に
、
劉
老
爺
の
「
五
姨
」（
五
番
目
の
妾
）
と
「
少
爺
」（
坊
ち
ゃ
ん
）

あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

小
獅
子
は
山
村
で
羊
飼
い
を
す
る
か
た
わ
ら
、
父
に
武
術
を
習
う
腕
白
な
少
年

だ
っ
た
。
彼
に
は
玉
姐
兒
と
い
う
幼
な
じ
み
が
い
た
。
し
か
し
、
玉
姐
兒
は
街
に

住
む
從
兄
と
婚
約
し
て
し
ま
う
。
玉
姐
兒
の
結
婚
の
日
、
小
獅
子
は
家
を
飛
び
出

し
て
上
海
に
向
か
う
。

　

上
海
に
着
い
た
小
獅
子
は
、
屈
辱
を
こ
ら
え
て
乞
⻝
を
す
る
。
後
に
は
人
力
車

夫
に
な
る
が
、
貧
し
い
生
活
に
變
わ
り
は
な
い
。
小
獅
子
は
貸
閒
の
大
家
「
張
老

頭
兒
」（
張
じ
い
さ
ん
）
の
紹
介
で
㊮
本
家
「
劉
老
爺
」（
劉
旦
那
）
の
用
心
棒
の
職

を
得
た
が
、
そ
こ
で
見
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
貧
し
い
生
活
か
ら
は
想
像
も
つ
か

な
い
奢
侈
で
あ
り
、
一
家
の
誰
も
が
享
樂
に
う
つ
つ
を
拔
か
す
姿
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
張
老
頭
兒
は
失
業
に
病
氣
が
重
な
り
、
貧
困
に
苦
し
む
。
小
獅
子
は

張
老
頭
兒
の
妻
が
自
動
車
事
故
で
倒
れ
て
い
る
の
を
目
擊
す
る
。屋
旉
に
戾
る
と
、

劉
老
爺
が
小
獅
子
の
職
務
怠
慢
を
と
が
め
る
が
、
高
壓
的
な
命
令
や
奢
侈
な
生
活

に
憤
っ
て
い
た
小
獅
子
は
、
劉
老
爺
を
投
げ
飛
ば
す
。「
誰
的
肐
膊
粗
，
拳
頭
大
，

誰
是
主
子
。
等
着
瞧
，
㊒
你
們
玩
兒
樂
的
日
子
！
」（
腕
が
ぶ
っ
と
く
て
、
拳
が
で

っ
け
え
や
つ
こ
そ
が
、
ご
主
人
樣
な
ん
だ
よ
。
見
て
や
が
れ
、
お
歬
ら
が
あ
と
ど
れ
く
ら

い
遊
び
ま
く
っ
て
ら
れ
ん
の
か
よ
）（
八
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
捨
て
臺
詞
を
殘
し
て
小

獅
子
は
屋
旉
を
去
る
。

小
獅
子
の
ま
な
ざ
し
が
「
㊒
錢
人
」（
金
持
ち
）
と
「
窮
人
」（
貧
乏
人
）
の
格
差

に
㊟
が
れ
て
お
り
、
社
會
の
下
層
か
ら
憤
り
を
表
朙
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
閒

違
い
な
い
。
以
下
は
小
獅
子
が
劉
家
の
屋
旉
で
一
年
半
用
心
棒
を
勤
め
た
後
の
語

り
で
あ
る
。我

在
那
兒
當
了
一
年
半
保
鑣
的
，
他
們
的
活
兒
我
眞
瞧
不
上
眼
。
我
㊒

時
到
張
老
頭
兒
家
裏
去
，
瞧
瞧
他
們
，
回
來
再
瞧
瞧
老
爺
少
爺
，
晚
上
別
想

睡
覺
。
不
能
比
！
瞧
了
那
邊
兒
不
瞧
這
邊
兒
，
不
知
衟
那
邊
兒
多
麼
苦
，
這



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
〇
八

っ
黑
け
だ
。
引
っ
ぺ
が
し
て
見
た
ら
、
こ
ん
ち
き
し
ょ
う
！　

ハ
イ
ヒ
ー
ル

と
絹
の
靴
下
だ
！　

淫
賣
の
靴
下
を
人
樣
の
顏
に
投
げ
る
た
あ
、
あ
の
野

郞
！「

裸
の
き
み
は
人
魚
で
あ
る
、

あ
あ
き
み
の
遊
泳
…
…
」

何
も
か
ん
も
投
げ
つ
け
て
き
や
が
っ
て
！

小
獅
子
が
築
山
の
ふ
も
と
を
步
い
て
い
る
と
、
少
爺
が
詩
を
口
ず
さ
む
の
を
聞

く
。「
好
傢
伙
」、「
媽
的
」、「
小
娼
婦
」
な
ど
の
俗
語
を
用
い
た
、
粗
野
な
言
葉

遣
い
の
な
か
に
あ
っ
て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
詩
の
み
が
異
彩
を
放
つ
。
こ
れ
は
、

實
は
堀
口
大
學
の
詩「
⺼
夜
」の
中
國
語
譯
の
、ほ
ぼ
形
を
變
え
な
い
引
用
で
あ
る
。

【
㊮
料
】
堀
口
大
學
「
⺼
夜
」『
堀
口
大
學
詩
集
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
八

年
六
⺼
）
三
〇
二―

三
〇
三
ペ
ー
ジ（
７
）。（

傍
線
部
は
「
南
北
極
」
と
の
一
致
部
分

を
示
す
。
ま
た
、「
／
」
は
改
行
を
示
す
。）

ラ
ン
プ
を
消
せ
ば
／
⺼
か
げ
が
流
れ
込
ん
で
／
／
書
齋
が
／
寢
室
に
變
る

／
／
靑
い
⺼
光
の
水
が
流
れ
て
／
あ
あ　

寢
室
は
水
族
館
だ
／
／
裸
の
か
の

女
は
人
魚
で
あ
る
／
あ
あ　

か
の
女
の
游
泳

【
㊮
料
】
白
璧
（
劉
吶
鷗
）
譯
「
掘マ
マ

口
大
學
詩
抄
」『
新
文
藝
』
第
一
卷
第

四
號
（
一
九
二
九
年
一
二
⺼
）
六
八
五
ペ
ー
ジ
。

把
燈
一
熄
／
⺼
光
流
進
來
／
／
書
齋
／
變
爲
寢
室
／
／
靑
色
的
⺼
光
的
水

流
着
／
啊
啊　
寢
室
是
水
族
館
／
／
袒
裸
的
她
是
人
魚
／
啊
啊　
她
的
游
泳

中
國
語
の
譯
詩
が
揭
載
さ
れ
た
『
新
文
藝
』
第
一
卷
第
四
號
は
、
穆
時
英
の
處

女
作
「
咱
們
的
世
界
」
が
揭
載
さ
れ
る
直
歬
の
號
に
あ
た
り
、
穆
時
英
が
目
に
し

て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
飜
譯
者
の
白
璧
は
、
劉
吶
鷗
の
筆
名
で
あ
る（
８
）。
劉

吶
鷗
は
『
新
文
藝
』
同
人
の
出
㊮
者

編
集
者
で
あ
り
、
新
感
覺
派
を
中
國
に
紹

介
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
第
一
卷
第
四
號
の
「
堀
口
大
學
詩
抄
」
で
は
、

の
不
倫
の
場
面
を
目
擊
す
る
。

山
兜
兒
的
那
邊
兒
㊒
誰
在
說
話
。
我
一
聽
是
少
爺
的
聲
氣:

「
靑
色
的
⺼
光
的
水
流
着
，

啊
啊
山
兜
是
水
族
館
…
…
」

那
小
子
獨
自
個
兒
在
鬧
什
麼
？
我
剛
在
納
罕
，
又
來
了
一
陣
笑
聲
，
還

夾
着
句:
「
去
你
的
吧
！
」
是
五
姨
太
太
！
好
傢
伙
！
猛
的
天
羅
地
網
似
的

來
了
一
大
嘟
嚕
，
架
也
架
不
開
，
是
那
小
娼
婦
的
紗
袍
兒
，
接
着
不
知
什
麼

勞
什
子
衝
着
我
飛
來
，
我
一
伸
手
接
住
了
，
衝
着
臉
又
飛
來
一
隻
靑
蝴
蝶
似

的
東
西
，
我
纔
一
擡
手
，
已
搭
拉
在
臉
上
了
，
蒙
着
眼
，
⺼
亮
也
透
着
墨
不

溜
湫
的
，
扯
下
來
一
看
，
媽
的
，
一
隻
高
跟
皮
鞋
，
一
雙
絲
襪
子
！
拿
小
娼

婦
的
襪
子

人
家
臉
上
扔
，
好
小
子
！

「
袒
裸
的
你
是
人
魚
，

啊
啊
你
的
游
泳
…
…
」

什
麼
都
扔
過
來
了
！
（
穆
時
英
「
南
北
極
」
八
一
ペ
ー
ジ
）

築
山
の
ふ
も
と
あ
た
り
で
、
誰
か
が
話
し
て
い
る
。
聞
き
ゃ
あ
、
坊
ち
ゃ

ん
の
聲
だ
。

「
靑
い
⺼
光
の
水
が
流
れ
て
、

あ
あ
山
の
ふ
も
と
は
水
族
館
だ
」

あ
の
野
郞
一
人
で
何
し
て
や
が
る
？　

奇
妙
に
思
っ
て
い
る
と
、
笑
い
聲

が
し
て
、「
あ
ら
よ
し
て
よ
！
」と
き
た
。五
姨
だ
！　

そ
う
い
う
こ
と
か
い
！

い
き
な
り
あ
っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
か
ら
網
み
て
え
な
だ
ば
っ
と
し
た
物
が
飛
ん

で
き
て
、
避
け
よ
う
に
も
避
け
き
れ
ね
え
。
あ
の
淫
賣
の
絹
の
上
着
だ
！　

續
け
て
何
だ
か
譯
の
わ
か
ん
ね
え
も
ん
が
飛
ん
で
き
た
ん
で
、
手
を
伸
ば
し

て
掴
ん
だ
ら
、
次
は
顏
に
靑
い
蝶
々
み
て
え
な
も
の
が
飛
ん
で
き
た
。
手
を

擧
げ
た
ら
、
も
う
顏
に
は
り
つ
い
て
、
目
に
か
ぶ
さ
っ
て
、
お
⺼
さ
ま
も
眞
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的
吞
了
我
！
（
穆
時
英
「
南
北
極
」
八
二
ペ
ー
ジ
）

絕
對
に
構
う
も
ん
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
の
酒
は
何
だ
か
妙
で
、
飮
み

下
す
と
、
股
ぐ
ら
か
ら
熱
い
モ
ン
が
グ
ワ
ー
ッ
と
せ
り
上
が
っ
て
き
た
。
女

は
振
り
向
い
て
言
っ
た
。「
堅
物
の
フ
リ
し
な
い
で
。
キ
ス
し
て
ち
ょ
う
だ

い
！
」
女
は
唇
を
に
ゅ
っ
と
突
き
出
し
て
待
ち
か
ま
え
て
る
。
何
じ
ゃ
い
、

こ
の
ど
淫
亂
の
女
狐
め
、
艷
っ
ぽ
い
姿
は
空
だ
っ
て
飮
み
込
ん
で
、
地
面
も

飮
み
込
ん
で
、
ち
く
し
ょ
う
お
れ
ま
で
も
飮
み
込
ん
じ
ま
っ
た
！

段
小
姐
は
小
獅
子
を
誘
惑
す
る
。
小
獅
子
は
「
我
滿
想
不
理
她
」
と
い
う
意
思

を
貫
き
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、
酒
の
勢
い
に
驅
ら
れ
て
段
小
姐
と
關
係
を
結
ぶ
。

小
獅
子
が
夜
中
に
目
を
覺
ま
す
と
、「
⺼
光
正
在
照
在
牀
上
，
牀
也
靑
了
，
她

像
躺
在
草
上
的
白
羊
」（
⺼
の
光
が
寢
臺
を
照
ら
し
て
、
寢
臺
も
靑
く
な
っ
て
、
あ
い
つ

は
草
に
寢
そ
べ
っ
て
い
る
羊
み
た
い
だ
）（
八
二
ペ
ー
ジ
）と
い
う
描
寫
が
續
く
。「
⺼
光
」

に
照
ら
さ
れ
た
「
靑
」
い
寢
室
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
彼
が
唾
棄
し
た
堀
口
大
學

の
詩
句
「
靑
い
⺼
光
の
水
が
流
れ
て
／
あ
あ　

寢
室
は
水
族
館
だ
」
を
連
想
さ
せ

る
。
さ
き
の
場
面
で
は
拒
否
し
て
い
た
情
景
の
な
か
に
、
小
獅
子
は
入
り
込
ん
で

し
ま
う
。

小
獅
子
は
慌
て
て
迯
げ
歸
る
が
、「
像
怕
鬼
趕
來
似
的
，
我
一
氣
兒
跑
了
回
來
。

徃
後
我
見
了
她
，
她
一
笑
，
我
就
害
怕
。
咱
小
獅
子
怕
她
！
我
自
家
兒
也
不
朙
白

是
怎
麼
一
囘
兒
事
」（
幽
靈
に
で
も
追
っ
か
け
ら
れ
て
る
み
て
え
に
、
一
氣
に
走
っ
て
歸

っ
た
。
そ
の
後
お
れ
が
あ
い
つ
に
會
う
た
び
、
あ
い
つ
は
笑
い
か
け
て
く
る
が
、
怖
え
の

な
ん
の
。
こ
の
小
獅
子
さ
ま
が
あ
い
つ
を
怖
が
る
だ
と
！　

自
分
で
も
何
が
何
や
ら
わ
か

ん
ね
え
）（
八
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
の
關
係
は
、
反
發
と
拒
否
か
ら
屈
服
へ
、
そ
し
て
恐
怖
へ

至
る
。
そ
の
恐
怖
に
つ
い
て
、
主
人
公
は
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（「
自

家
兒
也
不
朙
白
」）。

上
記
の
「
⺼
夜
」
を
含
む
十
首
の
詩
を
飜
譯
し
、
最
後
に
短
い
「
譯
者
附
記
」
を

付
す
。「
⺼
夜
」
の
詩
は
、「
書
齋
」
を
「
寢
室
」「
水
族
館
」
に
喩
え
、
⺼
朙
か

り
の
も
と
人
魚
に
喩
え
ら
れ
る
「
か
の
女
」
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
艷
詩
で
あ
る
が
、

エ
ロ
ス
は
暗
示
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
堀
口
の
詩
は
「
知
情
意
の
ほ
ど
よ
く

調
和
し
た
密
度
の
高
い
エ
ロ
チ
ッ
ク（
９
）」
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
價
さ
れ
る

が
、「
⺼
夜
」
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

穆
時
英
が
引
用
す
る
の
は
、
詩
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
小
說
の
場
面
に
合
わ
せ

て
「
寢
室
」
を
「
山
兜
」
に
變
え
、「
她
」
を
「
你
」
に
變
え
た
ほ
か
は
、
劉
吶

鷗
に
よ
る
飜
譯
の
引
き
寫
し
で
あ
る
。
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
で
あ
る
少
爺
の
語
り
に

お
い
て
、
父
の
妾
で
あ
る
五
姨
の
氣
を
引
く
た
め
に
、
堀
口
大
學
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
引
用
の
文
脉
に
お
い
て
、堀
口
の
詩
は
人
倫
を
顧
み
な
い
享
樂
的
な
戀
愛
、

あ
る
い
は
物
質
文
朙
に
浸
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
輕
薄
さ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
。主

人
公
の
小
獅
子
は
、も
と
よ
り
好
感
を
示
さ
な
い
。「
紗
袍
」
や
「
高
跟
皮
鞋
」

を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
彼
は
、
こ
の
場
面
の
滑
稽
な
傍
觀
者
で
あ
る
。「
拿
小
娼
婦

的
襪
子

人
家
臉
上
扔
，
好
小
子
！
」（
淫
賣
の
靴
下
を
人
樣
の
顏
に
投
げ
る
た
あ
、

あ
の
野
郞
！
）
と
反
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

以
上
の
引
用
に
お
い
て
小
獅
子
は
傍
觀
者
で
あ
り
、
自
身
が
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル

と
性
的
な
關
係
を
結
ぶ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
以
下
で
は
、
小
獅
子
自
身
が
、

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
性
的
な
關
係
を
結
ぶ
。
劉
老
爺
の
愛
人
の
一
人
「
段
小
姐
」

は
、
小
獅
子
の
肉
體
に
興
味
を
持
ち
、
一
夜
の
相
手
を
さ
せ
る
よ
う
劉
老
爺
に
求

め
、
劉
老
爺
も
承
諾
す
る
。
小
獅
子
は
段
小
姐
の
部
屋
に
招
か
れ
る
。

我
滿
想
不
理
她
，
可
是
那
酒
就
怪
，
喝
了
下
去
，
熱
勁
兒
從
我
腿
那
兒

直
冐
上
來
，
她
回
過
頭
來
說
衟:

「
別
裝
正
經
，
要
個
嘴
兒
啊
！
」
她
攢
着

嘴
唇
迎
上
來
。
好
個
騷
狐
精
，
那
嬌
模
樣
兒
就
像
要
吞
了
天
，
吞
了
地
，
媽
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て
海
賊
に
身
を
轉
じ
、
客
船
を
襲
擊
す
る
場
面
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
目
を
つ
け
て

い
た
「
委
員
夫
人
」
を
凌
辱
す
る
。

第
二
作
「
黑
旋
風
」
の
主
人
公
は
、
上
海
近
郊
の
勞
働
者
で
あ
る
。
彼
が
尊
敬

す
る
「
汪
大
哥
」（
汪
兄
貴
）
の
戀
人
「
小
玉
兒
」
は
、金
持
ち
の
學
生
に
靡
い
て
、

「
汪
大
哥
」
を
捨
て
る
。
學
生
と
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
小
玉
兒
は
、
新
し
い

戀
人
が
買
っ
て
く
れ
た
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
、
汪
大
哥
か
ら
贈
ら
れ
た
絹
の
靴
下
を
履

い
て
い
る
。「
她
㊒
了
絲
襪
就
愛
汪
大
哥
，
見
了
高
跟
鞋
就
跟
學
生

─
女
人
眞

不
成
東
西
」（
あ
い
つ
は
絹
の
靴
下
を
も
ら
や
あ
汪
兄
貴
を
好
き
に
な
り
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル

を
見
り
ゃ
あ
學
生
に
つ
い
て
行
く―

女
な
ん
ざ
話
に
も
な
り
ゃ
し
ね
え
（
（（
（

）
と
主
人
公
は

怒
り
を
漏
ら
す
。
ど
ち
ら
の
作
品
で
も
、
モ
ダ
ン
都
市
上
海
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に

お
い
て
、下
層
の
男
性
が
性
愛
に
お
い
て
も
欲
求
不
滿
に
陷
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
。

「
南
北
極
」
に
お
い
て
繰
り
廣
げ
ら
れ
る
愛
と
性
の
葛
藤
は
、
兩
作
品
と
連
續

し
て
い
る
。
下
層
の
男
性
は
性
的
に
抑
壓
さ
れ
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
身
體
能
力
の
優
越
は
、
貧
困
や
性
的
な
欲
求
不
滿
を
解
消

す
る
材
料
に
は
な
り
え
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
南
北
極
」
に
お
い
て
は
、
身

體
能
力
の
誇
示
が
か
え
っ
て
女
性
に
弄
ば
れ
る
材
料
に
な
る
と
い
う
、
皮
肉
な
筋

立
て
に
よ
り
、
男
性
性
の
危
機
が
强
調
さ
れ
る
。
段
小
姐
が
小
獅
子
に
關
係
を
廹

っ
た
理
由
は
、「
看
上
我
身
子
結
實
」（
お
れ
の
が
た
い
が
良
い
の
が
氣
に
い
っ
た
）（
八

二
ペ
ー
ジ
）と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
は
、主
人
公
を
壓
廹
す
る「
モ

ダ
ニ
テ
ィ
と
都
市
」
を
體
現
す
る
が
ゆ
え
に
、
性
的
な
欲
求
不
滿
と
經
濟
的
格
差

へ
の
不
滿
を
同
時
に
か
き
た
て
る
。

た
だ
し
、「
南
北
極
」
に
お
い
て
、
都
市
の
上
層
に
對
す
る
主
人
公
の
感
情
は
、

單
な
る
不
滿
に
と
ど
ま
ら
な
い
複
雜
な
一
面
を
伴
う
。男
性
の
㊮
本
家
に
對
し
て
、

主
人
公
は
一
貫
し
て
反
感
を
持
ち
、
誘
惑
に
屈
す
る
こ
と
な
く
用
心
棒
の
職
を
辭

す
。
し
か
し
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
誘
惑
の
歬
に
、
主
人
公
は
性
的
欲
求
を
制
御

史
書
美
氏
は
、
穆
時
英
の
初
朞
の
作
品
「
黑
旋
風
」
に
お
い
て
、
田
舍
出
身
の

女
性
が
主
人
公
た
ち
田
舍
の
靑
年
を
裏
切
り
、
都
市
文
化
を
體
現
し
た
男
性
の
も

と
に
走
る
こ
と
と
、
田
舍
の
下
層
階
級
が
壓
廹
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
因
果
關
係

を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
南
北
極
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

穆
が
田
舍
の
下
層
男
性
の
典
型
と
し
て
描
い
た
人
物
は
、
自
分
は
女
性
に

捨
て
ら
れ
た
と
み
な
し
て
お
り
、
彼
女
が
選
ん
だ
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
都
市
は
、

彼
を
二
重
に
壓
廹
す
る
。
そ
の
壓
廹
に
對
抗
す
る
た
め
に
、『
南
北
極
』
の

男
性
主
人
公
た
ち
は
、
義
氣
と
義
俠
心
と
い
う
極
端
に
男
性
的
な
觀
念
を
ひ

け
ら
か
し
、
㊮
本
家
の
誘
惑
と
墮
落
に
對
す
る
批
判
を
、
き
わ
め
て
男
權
主

義
的
な
企
て
と
み
な
す（

（（
（

。

男
性
性
の
誇
示
の
背
後
に
は
、「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
都
市
」
に
よ
る
二
重
の
壓
廹

が
あ
る
と
、
史
書
美
氏
は
指
摘
す
る
。
史
氏
の
分
析
に
從
う
な
ら
、「
南
北
極
」

の
語
り
手
が
、
經
濟
的
格
差
へ
の
不
滿
と
同
時
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
欲
求

不
滿
に
關
し
て
も
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
見
落
と
せ
な
い
。
ス
ー
ザ
ン
・
マ
ン
氏

は
「
一
九
世
紀
の
中
國
で
は
（
中
略
）
女
性
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
が
結
婚
し
た
が
、

男
性
は
二
〇
％
近
く
が
一
生
結
婚
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
」
點
に
着
目
し
、
結
婚
の

機
會
が
な
い
貧
困
層
の
男
性
す
な
わ
ち「
光
棍
」が
社
會
問
題
で
あ
っ
た
こ
と（

（（
（

、「
光

棍
」
の
男
性
た
ち
が
祕
密
結
社
の
成
員
や
山
賊
と
な
り
、
治
安
上
の
問
題
を
引
き

起
こ
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る（

（（
（

。

『
南
北
極
』
所
收
の
他
の
作
品
に
お
い
て
も
、
下
層
男
性
の
性
愛
は
重
要
な
主

題
で
あ
る
。
處
女
作
「
咱
們
的
世
界
」
の
主
人
公
は
、
上
海
で
新
聞
を
賣
り
な

が
ら
「
偸
閒
瞧
畫
報
裏
的
美
人
兒
」（
暇
を
見
て
は
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
の
美
人
を
見
て

い
た
）。
彼
が
欲

す
る
の
は
、「
小
高
跟
兒
的
；
鑠
亮
的
絲
襪
子
，
怪
合
式
的
旗

袍
」（
ち
っ
ち
ゃ
な
ハ
イ
ヒ
ー
ル
に
、
き
ら
き
ら
の
絹
の
靴
下
、
ぴ
ち
ぴ
ち
の
チ
ャ
イ
ナ
ド

レ
ス
（
（（
（

）
を
身
に
着
け
た
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
彼
は
友
人
の
誘
い
を
受
け
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「
ぼ
く
」
は
蓉
子
の
魅
力
に
耽
溺
し
つ
つ
、
同
時
に
蓉
子
に
捨
て
ら
れ
る

不
安
を
抱
き
な
が
ら
交
際
す
る
。
愛
情
の
進
展
の
速
さ
に
戶
惑
い
つ
つ
、「
ぼ

く
」
は
「
努
力
在
戀
愛
下
面
，
建
築
着
友
誼
的
基
礎
」（
戀
愛
の
下
に
、
友
情

と
い
う
基
礎
を
築
こ
う
と
努
力
）（
二
一
ペ
ー
ジ
）
し
、蓉
子
の
文
學
趣
味
を
探
る
。

「
你
讀
過
茶
芲
女
嗎
？
」

「
這
應
該
是
我
們
的
祖
母
讀
的
。」

「
那
麼
你
喜
歡
寫
實
主
義
的
東
西
嗎
？
譬
如
說
，
左
拉
的
娜
娜
，
朵
斯

退
益
夫
斯
基
的
罪
與
罰
…
…
」

「
想
睡
的
時
候
拿
來
讀
的
，
對
於
我
是
一
服
良
好
的
催
眠
劑
。
我
喜
歡

讀
保
爾
穆
杭
，橫
光
利
一
，崛
口
大
學
，劉
易
士—

—

是
的
我
頂
愛
劉
易
士
。」

「
在
本
國
呢
？
」

「
我
喜
歡
劉
吶
鷗
的
新
的
話
術
，
郭
建
英
的
漫
畫
，
和
你
那
種
粗
暴
的

文
字
，
獷
野
的
氣
息
…
…
」（
穆
時
英
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
二
一―

二
二

ペ
ー
ジ
）

「
椿
姬
は
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
る
？
」

「
私
た
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
讀
む
よ
う
な
本
だ
わ
」

「
な
ら
、
寫
實
主
義
の
も
の
は
好
き
？　

た
と
え
ば
、
ゾ
ラ
の
ナ
ナ
と
か
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
罪
と
罰
と
か
…
…
」

「
眠
り
た
い
と
き
に
讀
む
も
の
よ
、
わ
た
し
に
は
い
い
睡
眠
藥
よ
。
わ
た

し
は
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
と
か
、
橫
光
利
一
と
か
、
堀
口
大
學
と
か
、
ル
イ

ス
が
好
き―

そ
う
よ
わ
た
し
は
ル
イ
ス
が
大
好
き
な
の
」

「
こ
の
國
で
は
？
」

「
わ
た
し
は
劉
吶
鷗
の
新
し
い
話
術
、
郭
建
英
の
漫
畫
、
そ
れ
に
あ
な
た

の
粗
暴
な
文
章
と
、
荒
っ
ぽ
い
息
遣
い
が
好
き
よ
。」

こ
の
く
だ
り
は
、
穆
時
英
自
身
の
愛
好
を
示
す
も
の
と
し
て
、
た
び
た
び
引
用

で
き
ず
、
反
發
か
ら
屈
服
、
さ
ら
に
恐
怖
へ
と
至
る
、
よ
り
複
雜
な
感
情
を
露
わ

に
す
る
。
性
愛
の
主
題
は
、
身
體
や
生
理
の
レ
ベ
ル
に
根
差
し
た
複
雜
な
感
情
と

し
て
、
モ
ダ
ン
都
市
の
體
驗
を
描
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
モ

ダ
ン
・
ガ
ー
ル
へ
の
屈
服
は
生
理
的
欲
求
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
堀
口
大
學

の
洒
落
た
詩
の
表
現
に
、主
人
公
自
身
が
關
心
を
抱
く
こ
と
は
な
い
。
と
は
い
え
、

都
會
的
な
性
愛
に
堀
口
の
作
品
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
構
圖
に
は
、
穆
時
英
が
の

ち
に
作
風
を
變
え
る
豫
兆
が
現
れ
て
い
る
。

三　
「
新
感
覺
派
」
的
な
作
品
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」

　
　
　

に
お
け
る
戀
愛

以
下
に
取
り
上
げ
る
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
は
、
一
九
三
一
年
一
〇
⺼
に

單
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
穆
時
英
が
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
主
人
公
と
し
た

第
一
作
で
あ
る
。

上
海
の
大
學
生
で
あ
る
主
人
公
の
一
人
稱
に
よ
り
、「
蓉
子
」
と
い
う
女
性
と

の
戀
愛
が
語
ら
れ
る
。「
海
棠
那
麼
可
愛
的
紅
緞
的
高
跟
兒
鞋
」（
海
棠
の
よ
う
に

愛
ら
し
い
赤
い
緞
子
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
）（
二
ペ
ー
ジ
）
を
は
い
た
彼
女
も
ま
た
、
流
行

の
裝
い
に
身
を
包
む
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
で
あ
る
。
主
人
公
は
「
女
性
嫌
惡
症
」
を

患
っ
て
い
る（

（（
（

。
逢
引
き
の
最
中
に
蓉
子
に
勿
忘
草
を
手
渡
さ
れ
た
主
人
公
は
、
以

下
の
よ
う
に
考
え
る
。

天
哪
，
我
又
擔
心
着
。
已
經
在
她
嘴
裏
了
，
被
當
做
朱
古
力
糖
似
的
含

着
！
我
連
忙
讓
女
性
嫌
惡
病
的
病
菌
，
在
血
脉
裏
加
速
度
地
生
殖
着
。（
穆

時
英
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
六―

七
ペ
ー
ジ
。）

な
ん
て
こ
と
だ
、
ぼ
く
は
ま
た
不
安
に
な
っ
て
き
た
。
も
う
彼
女
の
口
の

な
か
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
み
た
い
に
入
っ
て
る
ん
だ
！　

ぼ
く
は
す
ぐ
さ
ま

女
性
嫌
惡
病
の
病
菌
を
、
血
管
の
中
で
加
速
度
的
に
殖
や
そ
う
と
し
た
。
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二
一
二

夜
蝶
，
沉
着
地
疏
懶
地
動
着
翼
翅
，
帶
來
四
⺼
的
氣
息
，
戀
的
香
味
，
金
色

的
夢
。
拉
住
了
這
大
夜
蝶
，
想
吞
她
的
擦
了
暗
紅
的Tangee

的
嘴
。
把
髮

際
的
紫
羅
蘭
插
在
我
嘴
裏
，這
大
夜
蝶
從
我
的
肐
膊
裏
飛
去
了
。（
穆
時
英「
被

當
作
消
遣
品
的
男
子
」
四
六―

四
七
ペ
ー
ジ
）

覺
え
て
い
る
、
あ
る
晚
、
彼
女
が
校
外
で
崇
拜
を
受
け
て
歸
っ
て
き
た
、

紫
色
の
毛
織
の
單
衣
の
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
だ
っ
た―

お
洒
落
の
點
で
も
彼

女
は
先
を
ゆ
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。（
中
略
）
や
は
り
セ
レ
ナ
ー
デ

を
歌
い
な
が
ら
、
雲
の
よ
う
に
步
い
て
い
る
蓉
子
。
銀
色
の
⺼
光
の
も
と
、

銀
紫
色
の
翼
を
も
っ
た
大
き
な
夜
の
蝶
の
よ
う
に
、
沈
ん
で
も
の
う
げ
に
羽

を
動
し
な
が
ら
、
四
⺼
の
息
吹
と
、
戀
の
匂
い
、
金
色
の
夢
を
運
ん
で
く
る
。

こ
の
大
き
な
夜
の
蝶
を
引
き
留
め
て
、
彼
女
の
暗
紅
色
のTangee

を
塗
っ

た
唇
を
飮
み
込
み
た
い
。
髮
の
生
え
際
の
紫
羅
蘭
を
ぼ
く
の
口
に
插
し
て
、

こ
の
大
き
な
夜
の
蝶
は
僕
の
腕
か
ら
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。

「
ぼ
く
」
は
蓉
子
を
引
き
留
め
よ
う
と
口
說
き
、「
每
天
要
說
一
百
句
恭
維
我
的
話
」

（
每
日
百
個
の
お
世
辭
を
ち
ょ
う
だ
い
）（
四
八
ペ
ー
ジ
）
と
言
わ
れ
、
承
諾
す
る
。
二

人
は
別
れ
る
。

　

她
去
了
以
後
，
留
下
一
種
優
柔
的
溫
暖
的
香
味
，
在
我
的
周
圍
流
着
，

這
是
我
們
的
愛
撫
所
生
的
微
妙
的
㊒
機
體
。
在
這
戀
的
香
味
氤
氳
的
地
方
，

我
等
着
新
的
夜
來
把
她
運
送
到
我
的
懷
裏
。
可
是
新
的
夜
來
了
，
我
卻
不
說

起
這
話
。
我
接
連
三
天
不
去
瞧
她
。（
穆
時
英
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
四
八

ペ
ー
ジ
）

彼
女
が
歸
っ
た
あ
と
に
は
、
や
さ
し
い
あ
た
た
か
い
匂
い
が
殘
っ
て
、
ぼ

く
の
周
圍
を
流
れ
る
、
こ
れ
は
ぼ
く
た
ち
の
愛
撫
が
生
ん
だ
微
妙
な
㊒
機
體

だ
。
こ
の
戀
の
匂
い
が
漂
う
と
こ
ろ
で
、
ぼ
く
は
新
し
い
夜
が
來
て
彼
女
を

ぼ
く
の
懷
に
運
ぶ
の
を
待
っ
て
い
る
。
で
も
、
新
し
い
夜
が
來
て
も
、
ぼ
く

さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
蓉
子
が
好
む
の
は
、
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
で
あ
り
、
橫
光
利
一
で

あ
り
、
堀
口
大
學
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
歬
は
、
新
感
覺
派
と
關
連
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
橫
光
利
一
は
日
本
の
新
感
覺
派
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
・

モ
ー
ラ
ン
（
一
八
八
八―

一
九
七
六
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
學
者
で
あ
り
、『
夜
ひ
ら
く
』

な
ど
の
作
品
は
新
感
覺
派
の
形
成
に
影
響
を
與
え
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
モ
ー
ラ
ン
の
日

本
に
お
け
る
受
容
に
は
、
堀
口
大
學
の
飜
譯
文
體
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た（

（（
（

。

モ
ー
ラ
ン
を
中
國
の
讀
者
に
紹
介
し
た
の
は
劉
吶
鷗
で
あ
る（

（（
（

。

好
き
な
中
國
の
作
家
と
し
て
蓉
子
が
語
る
「
和
你
那
種
粗
暴
的
文
字
，
獷
野
的

氣
息
」（
あ
な
た
の
粗
暴
な
文
章
と
、
荒
っ
ぽ
い
息
遣
い
）
と
い
う
言
葉
は
、
下
層
民

の
俗
語
を
用
い
た
『
南
北
極
』
の
文
體
を
連
想
さ
せ
る
。
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
、

穆
時
英
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
身
ぶ
り
で
あ
ろ
う
。

蓉
子
の
答
え
を
聞
い
た
主
人
公
は「
眞
是
在
刺
激
和
速
度
上
生
存
着
的
姑
娘
哪
，

蓉
子
！Jazz

，
機
械
，
速
度
，
都
市
文
化
，
美
國
味
，
時
代
美
…
…
的
產
物
的

集
合
體
」（
ほ
ん
と
う
に
刺
激
と
速
度
の
う
え
に
生
き
て
い
る
娘
だ
、蓉
子
は
！　

ジ
ャ
ズ
、

機
械
、
速
度
、
都
市
文
化
、
ア
メ
リ
カ
趣
味
、
時
代
美
…
…
の
產
物
の
集
合
體
）（
二
二
ペ

ー
ジ
）
と
考
え
る
。
穆
時
英
に
お
い
て
は
上
記
の
作
家
の
名
歬
が
、「
都
市
文
化
」

と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
朙
ら
か
で
あ
る
。

蓉
子
の
趣
味
に
步
み
寄
ろ
う
と
し
た
軌
跡
は
、「
ぼ
く
」
の
語
る
テ
ク
ス
ト
自

體
に
も
う
か
が
え
る
。
以
下
の
場
面
で
、「
ぼ
く
」は
蓉
子
の
魅
力
の
歬
に
屈
服
し
、

蓉
子
が
他
の
男
と
外
出
す
る
の
を
許
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
ぼ
く
」
は
外
出

先
か
ら
歸
っ
た
蓉
子
と
落
合
い
、
接
吻
を
ね
だ
る
。
傍
線
部
で
、「
ぼ
く
」
に
よ

る
語
り
は
堀
口
大
學
の
詩
句
を
模
倣
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。

記
得
㊒
一
天
晚
上
，
她
在
校
外
受
了
崇
拜
回
來
，
紫
色
的
毛
織
物
的
單

旗
袍
，—

—

在
裝
餝
上
她
是
進
步
的
專
家
。（
中
略
）
還
是
唱
着
小
夜
曲
，

雲
似
地
走
着
的
蓉
子
。
在
銀
色
的
⺼
光
下
面
，
像
一
隻
㊒
銀
紫
色
的
翼
的
大



穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

二
一
三

像
一
個
㊒
銀
紫
色
的
翼
的
大
夜
蝶
／
沉
重
的
疏
懶
地
動
着
翼
翅
／
香
味
沿
着

壁
向
窗
邊
流
去
／
／
生
怕
香
味
迯
了
去
／
我
把
窗
和
門
緊
緊
地
關
上
／
因
爲

香
味
是
可
懷
的
你
的
記
憶
／
／
不
管
壓
平
了
的
墊
子
和
皺
亂
的
白
布
和
／
我

們
的
夜
所
做
的
美
麗
的
無
秩
序
／
在
優
柔
溫
暖
的
戀
的
香
味
氤
氳
着
的
室
內

／
我
等
着
新
的
夜
來
把
你
運
到
我
門
口

堀
口
大
學
の
詩
「
室
內
」
に
お
い
て
は
、「
私
た
ち
の
愛
撫
」、「
よ
れ
か
た
ま

つ
た
白
布
」
が
情
事
を
暗
示
す
る
。「
お
歬
が
歸
つ
た
あ
と
」、「
私
は
新
ら
し
い

夜
が
來
て
お
歬
を
私
の
戶
口
へ
運
ぶ
の
を
待
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
二
人

が
婚
姻
外
の
關
係
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
詩
は「
戀
の
匂
ひ
」を
室
內
に「
か

た
く
と
ざ
す
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
戀
人
に
對
す
る
愛
着
を
詠
う
。

穆
時
英
の
テ
ク
ス
ト
は
、
堀
口
大
學
の
詩
句
を
襲
用
す
る
。「
匂
ひ
」
の
直
喩

で
あ
る
「
銀
と
紫
の
翼
を
も
つ
た
大
き
な
夜
の
蝶
」
は
、
劉
吶
鷗
に
よ
り
「
一
個

㊒
銀
紫
色
的
翼
的
大
夜
蝶
」
と
飜
譯
さ
れ
、
蓉
子
の
容
姿
を
喩
え
る
「
一
隻
㊒
銀

紫
色
的
翼
的
大
夜
蝶
」
に
使
わ
れ
る
。
原
詩
の
「
銀
と
紫
」
は
、
匂
い
の
直
喩
で

あ
る
と
同
時
に
、「
私
」
の
室
內
の
「
重
た
げ
」
で
「
も
の
う
げ
」
な
雰
圍
氣
の

隱
喩
で
あ
ろ
う
か
。
穆
時
英
に
お
い
て
は
、「
紫
」
は
「
紫
色
的
毛
織
物
的
單
旗
袍
」

に
、「
銀
」
は
「
銀
色
的
⺼
光
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
旉
衍
さ
れ
、
蓉
子
の
艷
や
か

さ
を
强
調
す
る
表
現
に
變
え
ら
れ
て
い
る
。

原
詩
で
「
匂
ひ
」
を
描
寫
す
る
第
一
聯
は
、
蓉
子
が
去
っ
た
後
の
殘
り
香
を
描

寫
す
る
表
現
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。
戀
人
の
殘
し
た
匂
い
を
「
留
下
一
種
優
柔
的

溫
暖
的
香
味
」
と
す
る
の
は
、
堀
口
の
詩
句
「
や
さ
し
い
あ
た
た
か
い
も
の
の
匂

ひ
が
殘
つ
て
」の
譯「
留
下
着
一
種
優
柔
的
溫
暖
的
香
味
」の
襲
用
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
匂
い
を
、「
這
是
我
們
的
愛
撫
所
生
的
微
妙
的
㊒
機
體
」
と
說
朙
す
る
點
も
、

堀
口
の
詩
句
「
こ
れ
は
私
た
ち
の
愛
撫
が
生
ん
だ
微
妙
な
㊒
機
體
だ
」
の
譯
「
這

是
我
們
的
愛
撫
所
生
的
微
妙
的
㊒
機
體
」と
字
句
を
變
え
て
い
な
い
。
最
終
的
に
、

は
そ
ん
な
話
を
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
續
け
て
三
日
も
彼
女
に
會
い

に
行
か
な
か
っ
た
。

「
ぼ
く
」
は
蓉
子
を
「
一
隻
㊒
銀
紫
色
的
翼
的
大
夜
蝶
」
に
喩
え
る
。
彼
女
が

去
っ
た
後
に
殘
る
「
戀
的
香
味
」
を
嗅
ぎ
な
が
ら
、「
ぼ
く
」
は
「
新
的
夜
」
に

彼
女
と
再
會
す
る
こ
と
を
待
ち

む
。
以
上
の
表
現
は
、堀
口
大
學
の
詩
「
室
內
」

を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
る
。「
室
內
」
も
ま
た
、
劉
吶
鷗
に
よ
っ
て
中
國
語
に
譯

さ
れ
、『
新
文
藝
』
に
揭
載
さ
れ
た
詩
の
一
つ
で
あ
る
。
以
下
に
原
詩
と
中
國
語

譯
を
擧
げ
る
。

【
㊮
料
】
堀
口
大
學
「
室
內
」『
堀
口
大
學
詩
集
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
八
年
）

一
二
〇―

一
二
一
ペ
ー
ジ
。（
傍
線
部
は
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
と
の
一
致

部
分
を
示
す
）

お
歬
が
歸
つ
た
あ
と
の
私
の
室へ
や

の
內
に
／
や
さ
し
い
あ
た
た
か
い
も
の
の
匂

ひ
が
殘
つ
て
／
私
の
周
圍
に
漂
ひ
私
の
內
に
流
れ
る
／
こ
れ
は
私
た
ち
の
愛

撫
が
生
ん
だ
微
妙
な
㊒
機
體
だ
／
／
銀
と
紫
の
翼つ

ば
さ

を
も
つ
た
大
き
な
夜
の

蝶
の
や
う
に
／
重
た
げ
に
も
の
う
げ
に
羽
を
動
し
な
が
ら
／
匂
ひ
は
壁
に
沿

う
て
窓
の
方
へ
流
れ
る
／
／
匂
ひ
の
の
が
れ
去
る
の
を
怖
れ
る
心
か
ら
／
私

は
窓
と
戶
口
と
を
か
た
く
と
ざ
す
／
匂
ひ
は
な
つ
か
し
い
お
歬
の
思
ひ
出
だ

か
ら
だ
／
／
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
ク
ウ
サ
ン
と
よ
れ
か
た
ま
つ
た
白
布
と
／
わ

れ
等
の
夜
が
つ
く
つ
た
美
し
い
不
秩
序
を
そ
の
ま
ま
に
／
や
さ
し
く
あ
た
た

か
い
戀
の
匂
ひ
の
漂
ふ
室
內
に
／
私
は
新
ら
し
い
夜
が
來
て
お
歬
を
私
の
戶

口
へ
運
ぶ
の
を
待
つ
て
ゐ
る

【
㊮
料
】白
璧（
劉
吶
鷗
）譯「
掘マ
マ

口
大
學
詩
抄
」『
新
文
藝
』第
一
卷
第
四
號
、

一
九
二
九
年
一
二
⺼
、
六
八
六
ペ
ー
ジ
。

你
去
了
之
後
的
我
的
室
內
／
留
下
着
一
種
優
柔
的
溫
暖
的
香
味
／
在
我
的
周

圍
氤
氳　
我
的
心
裏
循
流
／
這
是
我
們
的
愛
撫
所
生
的
微
妙
的
㊒
機
體
／
／
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歬
か
ら
姿
を
消
す
。
主
人
公
は
蓉
子
を
思
慕
し
て
や
ま
な
い
。「
聽
見
每
一
個
叫

我
名
字
的
聲
音
，
便
狼
似
地
豎
起
了
耳
朵
，
想
聽
到
那
渴

着
的
「Alexy

」
的

叫
聲
。
可
是
，
不
是
她
！
不
是
她
啊
！
」（
ぼ
く
の
名
歬
を
呼
ぶ
聲
を
聞
く
た
び
に
、

狼
の
よ
う
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、
あ
の
渴

し
て
や
ま
な
い
「
ア
レ
ク
シ
ー
」
と
い
う
呼
び

か
け
を
聞
き
と
ろ
う
と
す
る
。
で
も
、
彼
女
じ
ゃ
な
い
！　

彼
女
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
）（
五

九―

六
〇
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、
あ
る
日
、
友
人
が
、「
昨
兒
晚
上
我
瞧
見
蓉
子
和

不
是
你
的
男
子
在
巴
黎
跳
舞
」（
昨
夜
蓉
子
が
君
じ
ゃ
な
い
男
と
パ
リ
で
踊
っ
て
い
た

の
を
見
か
け
た
）
と
吿
げ
る
。
家
に
歸
る
と
い
う
の
は
嘘
で
あ
り
、
主
人
公
は
捨

て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。「
究
竟
是
消
遣
品
吧
」（
結
局
は
暇
つ
ぶ
し
だ
っ
た
ん
だ
）（
六

一
ペ
ー
ジ
）
と
、
主
人
公
は
嘆
く
。「
孤
獨
的
男
子
還
是
買
支
手
杖
吧
」（
孤
獨
な
男

は
や
は
り
ス
テ
ッ
キ
を
買
お
う
）（
六
一
ペ
ー
ジ
）
と
、「
ぼ
く
」
が
戀
人
の
替
わ
り
に

腕
に
か
け
る
ス
テ
ッ
キ
を
買
う
場
面
で
作
品
は
完
結
す
る
。

堀
口
の
詩
に
お
い
て
、
戀
人
が
「
私
」
の
も
と
に
歸
る
か
は
定
か
で
な
い
。
詩

句
か
ら
は
、
孤
獨
と
愛
着
が
餘
情
と
し
て
漂
う
。「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
に

お
い
て
は
、
意
中
の
女
性
は
主
人
公
の
も
と
を
離
れ
て
戾
ら
ず
、
主
人
公
の
「
渴

」「
孤
獨
」
が
朙
示
さ
れ
る
。
失
意
の
表
現
は
堀
口
の
詩
よ
り
も
强
い
。

史
書
美
氏
は
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
に
關
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
析

す
る
。

劉
吶
鷗
の
描
く
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
た
ち
と
同
じ
く
、
蓉
子
は
都
市
の
モ
ダ

ニ
テ
ィ
を
體
現
し
、
中
國
人
の
男
性
主
人
公
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
式
の
都
會
的
な

ロ
マ
ン
ス
を
疑
似
的
に
體
驗
す
る
機
會
を
與
え
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の
過
程

に
お
い
て
自
分
が
去
勢
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く（

（（
（

。

史
書
美
氏
は
、
蓉
子
が
「
都
市
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
を
體
現
し
、
彼
女
と
の
戀
愛

に
お
い
て
男
性
主
人
公
が
去
勢
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
作
品
に
お
け
る
去

勢
と
は
、
主
人
公
が
戀
愛
の
主
導
權
を
握
る
こ
と
が
で
き
ず
、
女
性
の
魅
力
の
歬

「
ぼ
く
」
は
「
我
等
着
新
的
夜
來
把
她
運
送
到
我
的
懷
裏
」
と
、
ふ
た
た
び
夜
が

訪
れ
る
の
を
待
ち
受
け
る
。
こ
の
表
現
も
ま
た
、
堀
口
の
詩
の
最
後
の
句
「
私
は

新
ら
し
い
夜
が
來
て
お
歬
を
私
の
戶
口
へ
運
ぶ
の
を
待
つ
て
ゐ
る
」
の
譯
「
我
等

着
新
的
夜
來
把
你
運
到
我
門
口
」
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、人
稱
を
「
你
」
か
ら
「
她
」

に
替
え
、「
戶
口
」
を
小
說
の
狀
況
に
合
わ
せ
て
、「
懷
」
に
書
き
換
え
た
の
み
で

あ
る
。

穆
時
英
に
お
い
て
は
、「
大
夜
蝶
」
を
容
姿
の
直
喩
に
用
い
、
女
性
の
艷
や
か

さ
を
よ
り
强
調
す
る
。「
大
夜
蝶
」
す
な
わ
ち
蓉
子
は
戀
人
で
あ
る
「
ぼ
く
」
の

も
と
を
飛
び
去
る
こ
と
も
で
き
る
奔
放
な
存
在
と
し
て
形
象
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

表
現
は
堀
口
大
學
の
詩
句
を
流
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ぼ
く
」
に
對
す
る
蓉
子
の
愛
は
、
こ
の
場
面
を
頂
點
と
し
て
次
第
に
薄
れ
て

ゆ
く
。
二
人
は
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
物
語
は
完
結
す
る
。

「
ぼ
く
」
は
蓉
子
と
い
う
、「
都
市
文
化
」
を
體
現
す
る
女
性
を
手
に
入
れ
よ
う

と
す
る
。
彼
女
が
愛
好
す
る
「
堀
口
大
學
」
の
詩
句
は
、
語
り
手
が
蓉
子
と
の
逢

引
き
を
描
寫
す
る
場
面
に
祕
か
に
插
入
さ
れ
る
。「
ぼ
く
」は
語
り
の
文
を
通
し
て
、

蓉
子
の
文
學
趣
味
を
も
ま
た
手
中
に
收
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼

の
背
後
に
隱
れ
た
作
家
穆
時
英
は
、
堀
口
の
詩
句
を
襲
用
し
、
詩
人
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
を
行
っ
て
い
る
。
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
主
人
公
と
、

堀
口
大
學
を
模
倣
す
る
作
家
は
重
な
り
合
う
。

そ
し
て
、「
南
北
極
」
と
比
較
し
て
、「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
の
主
人
公
の

女
性
觀
に
は
、
朙
ら
か
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
ぼ
く
」

は
「
女
性
嫌
惡
症
」
を
自
覺
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
描
か

れ
る
の
は
、
意
中
の
女
性
に
對
す
る
屈
服
で
あ
り
、
彼
女
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と

へ
の
自
嘲
で
あ
る
。

大
學
の
學
朞
が
終
わ
る
と
、
蓉
子
は
父
親
が
迎
え
に
來
た
と
吿
げ
、
主
人
公
の



穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

二
一
五

あ
っ
た
。
穆
時
英
は
の
ち
に
も
、
雜
誌
『
現
代
』
誌
上
で
日
本
の
新
感
覺
派
の
作

家
池
谷
信
三
郞
に
對
す
る
剽
竊
を
指
摘
さ
れ
、
物
議
を
釀
し
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。
都

市
文
學
へ
の
傾
倒
は
、
作
家
生
命
の
危
機
を
招
き
か
ね
な
い
方
法
で
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

四　

結　

論

堀
口
大
學
に
對
す
る
主
人
公
の
態
度
の
變
化
か
ら
は
、
穆
時
英
が
な
ぜ
下
層
民

を
主
人
公
に
小
說
を
書
い
た
か
、お
よ
び
な
ぜ
作
風
を
轉
換
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
、

一
定
の
解
答
を
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
書
美
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
南

北
極
」
は
下
層
民
が
「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
都
市
」
に
よ
る
二
重
の
壓
廹
の
も
と
、
男

性
性
の
誇
示
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
主
人
公
は
「
女
性
」
に
對
す
る
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
お
い
て
も
、「
モ
ダ
ン
都
市
」
に
お
け
る
經
濟
的
格
差
に
對
し
て
も

不
滿
を
抱
き
、
都
會
的
な
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
は
主
人
公
の
二
重
の
欲
求
不
滿
を
か

き
た
て
る
。

先
に
擧
げ
た
陽
翰
笙
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
左
翼
文
藝
批
評
家
た

ち
は
、「
南
北
極
」
の
口
語
表
現
を
高
く
評
價
す
る
一
方
で
、
作
品
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
側
面
に
は
批
判
を
述
べ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
處
女
作
「
咱
們
的
世
界
」

に
つ
い
て
、
初
出
誌
の
編
集
者
は
「「
咱
們
的
世
界
」
在Ideologie

上
固
然
是

缺
正
確
，
但
是
在
藝
術
方
面
是
很
成
功
的
」（「
お
れ
た
ち
の
世
界
」
は
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
面
で
は
正
確
さ
を
缺
い
て
い
る
が
、
藝
術
の
面
で
は
成
功
し
て
い
る
（
（（
（

）
と
述
べ
る
。

穆
時
英
が
描
く
貧
困
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
左
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
る
理
解
と
は
異
な
る
表
象
で
あ
っ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。

「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
に
お
い
て
、主
人
公
は
は
っ
き
り
と
「
女
性
嫌
惡
症
」

を
表
朙
す
る
。
女
性
に
對
す
る
態
度
は
言
語
化
さ
れ
、お
ず
お
ず
と
で
は
あ
る
が
、

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
と
都
會
的
な
新
感
覺
派
文
體
を
手
に
入
れ
よ
う
と
試
み
る
。
主

に
屈
服
す
る
と
い
う
、
男
性
性
の
危
機
を
指
す
だ
ろ
う
。

新
感
覺
派
の
作
風
を
取
り
入
れ
た
の
ち
の
穆
時
英
の
女
性
嫌
惡
症
に
つ
い
て

は
、
李
今
氏
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
嚆
矢
と
す
る
世
紀
末
文
學
に
お
け
る
女
性
嫌
惡

症
の
系
譜
を
擧
げ
て
考
察
し
て
い
る（

（（
（

。
同
時
に
、
氏
は
穆
時
英
の
女
性
嫌
惡
症
に

つ
い
て
、「
以
俏
皮
代
替
了
詛
咒
」（
呪
詛
を
洒
落
っ
氣
に
置
き
換
え
た
）、「
更
貼
近

趨
向
奢
侈
的
享
樂
、
精
致
和
美
的
法
國
式
的
頽
廢
」（
奢
侈
な
享
樂
や
精
緻
さ
、
美

に
傾
く
フ
ラ
ン
ス
風
の
頽
廢
に
近
づ
い
て
い
る
）
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
の
結
末
か
ら
は
、
悲
哀
の
み
な
ら
ず
、
諧
謔
や

自
嘲
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
口
大
學
の
詩
は
隱
喩
や
直
喩
を
驅
使
し
、

エ
ロ
ス
は
詩
的
な
機
知
と
暗
示
の
奧
に
祕
め
隱
さ
れ
て
い
る
。
穆
時
英
の
都
市
小

說
に
特
徵
的
な
、
隱
喩
や
直
喩
な
ど
の
技
巧
を
驅
使
し
、
洒
落
た
輕
快
な
筆
致
で

男
女
關
係
を
描
寫
す
る
方
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
詩
に
學
ん
だ
堀
口
大
學
と
似
通

う
點
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

穆
時
英
は
堀
口
大
學
の
詩
句
を
作
品
に
用
い
、
堀
口
の
詩
的
情
緖
や
男
女
關
係

の
あ
り
よ
う
を
模
倣
し
よ
う
と
努
め
る
。
だ
が
、
堀
口
大
學
が
「
室
內
」
で
書
い

た
戀
人
と
の
逢
瀨
は
、「
南
北
極
」
の
小
獅
子
が
憎
ん
だ
、
都
市
生
活
者
の
婚
外

交
涉
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」の
語
り
手「
ぼ
く
」

が
蓉
子
の
魅
力
に
屈
服
し
て
ゆ
く
と
き
、
穆
時
英
の
作
風
に
も
變
化
が
起
こ
り
、

都
市
生
活
者
の
享
樂
的
な
男
女
關
係
を
、
主
人
公
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
と
し

て
描
寫
す
る
よ
う
に
な
る
。

作
風
の
變
化
は
や
が
て
、
左
派
陣
營
か
ら
の
嚴
し
い
批
判
を
招
く（

（（
（

。
穆
時
英
は

完
全
に
左
翼
文
學
と
袂
を
分
か
つ
。
の
ち
に
發
表
し
た
「
上
海
的
狐
步
舞
」、「
夜

總
會
裏
的
五
個
人（

（（
（

」
等
に
お
い
て
、
穆
時
英
は
本
格
的
に
モ
ダ
ン
上
海
の
男
女
關

係
と
遊
興
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
作
風
の
轉
換
點
に
お
い
て
、
穆
時
英
が
模
倣
し

た
の
は
、
橫
光
利
一
ら
日
本
の
新
感
覺
派
の
作
家
の
み
な
ら
ず
、
堀
口
の
艷
詩
で
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北
極
」
な
ど
初
朞
作
品
の
主
人
公
の
女
性
觀
と
の
連
續
性
が
見
ら
れ
る
。「
玉
妹

妹
」
に
對
す
る
「
我
是
被
當
作
玩
具
」
と
い
う
感
情
は
、「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」

の
題
を
連
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、そ
の
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
に
お
い
て
は
、

主
人
公
は
「
女
性
嫌
惡
症
」
を
自
覺
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル

へ
の
耽
溺
を
隱
そ
う
と
し
な
い
。
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
に
對
す
る
感
情
は
、
堀
口
大

學
の
作
風
に
も
似
た
、
洒
落
た
輕
快
な
詩
的
情
緖
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
意
中

の
女
性
は
主
人
公
の
も
と
を
去
り
、
男
性
性
は
危
機
に
晒
さ
れ
る
が
、
主
人
公
は

自
嘲
に
よ
っ
て
敗
北
を
受
け
止
め
る
。
堀
口
大
學
の
受
容
は
、
穆
時
英
に
お
け
る

文
體
と
女
性
觀
の
轉
換
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

穆
時
英
に
對
す
る
堀
口
大
學
の
影
響
は
、
文
學
史
的
に
は
い
か
に
評
價
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
錢
曉
波
氏
は
、
中
國
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
の

受
容
が
、
堀
口
大
學
に
よ
る
飜
譯
や
紹
介
を
經
由
し
、
日
本
と
中
國
の
新
感
覺
派

に
影
響
を
與
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
へ
、
さ

ら
に
日
本
か
ら
中
國
へ
」
波
及
し
た
新
興
文
學
の
傳
播
を
分
析
す
る（

（（
（

。
劉
吶
鷗
が

旗
振
り
役
と
な
り
、
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
お
よ
び
堀
口
大
學
、
橫
光
利
一
を
紹
介

し
た
こ
と
は
、
三
者
が
同
質
の
文
學
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
、
受
容
者
の
側
に
生

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
堀
口
大
學
は
、
當
時
の
中
國
に
お
い
て
紹
介
が
多
い
文
學
者

で
は
な
い
。
し
か
し
、
穆
時
英
が
一
九
三
五
年
頃
に
編
集
を
務
め
た
『
晨
報
』
の

副
刊
「
晨
曦
」
お
よ
び
、
同
誌
の
副
刊
「
小
晨
報
」
に
は
、
穆
時
英
、
劉
吶
鷗
ら

中
國
新
感
覺
派
の
作
品
に
竝
ん
で
、
橫
光
利
一
と
堀
口
大
學
の
飜
譯
が
揭
載
さ
れ

て
い
る（

（（
（

。
中
國
新
感
覺
派
の
作
家
が
三
〇
年
代
の
後
半
に
至
っ
て
な
お
、
橫
光
と

堀
口
に
關
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
小
晨
報
」
に
揭
載
さ
れ
た
堀
口

大
學
の
エ
ッ
セ
イ
「

翠
樓
雜
記
」
は
、
文
學
に
關
す
る
逸
話
を
集
め
た
文
章
で

あ
る
が
、
マ
ラ
ル
メ
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
ら
に
竝
ん
で
、
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
の
幼

少
朞
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

人
公
は
意
中
の
女
性
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
作
家
は
都
會
的
な
文
體
の
魅
惑

に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
模
倣
に
よ
り
新
た
な
文
體
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
モ
ダ

ン
・
ガ
ー
ル
へ
の
嫌
惡
は
、
洒
落
た
自
嘲
に
と
っ
て
代
わ
る
。

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
形
象
と
男
性
性
の
危
機
は
、
兩
作
品
に
共
通
す
る
要
素
で

あ
る
。『
南
北
極
』
所
收
の
作
品
に
お
い
て
、
穆
時
英
が
下
層
民
の
俗
語
を
用
い

た
理
由
は
樣
々
に
推
測
さ
れ
て
き
た
が（

（（
（

、
男
性
性
の
危
機
と
、
そ
の
反
動
と
し
て

の
男
性
性
の
誇
示
を
語
ろ
う
と
し
た
と
き
、
相
應
し
い
形
式
と
し
て
荒
々
し
い
俗

語
が
選
擇
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
樣
に
、都
會
的
な
モ
ダ
ン
・

ガ
ー
ル
と
の
對
比
を
强
調
す
る
た
め
に
、
男
性
主
人
公
の
地
方
出
身
や
社
會
の
下

層
と
い
う
出
自
を
强
調
す
る
語
り
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
南
北
極
」
に
お
い
て
も
、
主
人
公
は
最
終
的
に
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル

の
歬
に
抵
抗
す
る
手
段
を
失
い
、
魅
力
の
歬
に
屈
服
す
る
。
段
小
姐
は
小
獅
子
の

性
的
欲
求
を
滿
た
し
た
う
え
で
、
彼
を
惑
溺
と
も
恐
怖
と
も
つ
か
ぬ
感
情
に
陷
れ

る
。
そ
の
直
歬
に
、
堀
口
大
學
の
艷
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
被
當
作
消
遣
品

的
男
子
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
感
覺
派
的
な
作
品
で
描
か
れ
る
都
市
の
魅
力
へ
の

耽
溺
は
、「
南
北
極
」
に
そ
の
端
緖
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

穆
時
英
そ
の
人
に
女
性
嫌
惡
と
み
ら
れ
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
こ
と
も
事
實
で

あ
る
。「
女
人
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
は
、「
我
是
一
生
下
地
來
，
就
憎
惡

女
人
的
」（
ぼ
く
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
、
女
性
を
憎
ん
だ
）
と
い
う（

（（
（

。
少
年
の
こ
ろ
を

回
想
し
、
お
洒
落
に
餘
念
が
な
い
妹
を
「
小
狐
狸
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、

從
妹
の
「
玉
妹
妹
」
に
戀
を
し
た
が
す
げ
な
く
あ
し
ら
わ
れ
た
こ
と
を
、「
我
是

被
當
作
玩
具
似
的
玩
弄
着
」（
ぼ
く
は
玩
具
に
さ
れ
た
み
た
い
に
弄
ば
れ
た
）
と
表
現

す
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
體
驗
は
、
少
年
穆
時
英
の
な
か
に
女
性
や
享
樂
へ
の
嫌
惡
の
種

を
蒔
い
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
穆
時
英
が
文
壇
に
登

場
し
た
一
九
三
〇
年
に
發
表
さ
れ
て
お
り
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
へ
の
嫌
惡
は
、「
南



穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

二
一
七

穆
時
英
自
身
も
、「

翠
樓
雜
記
」
と
同
日
に
「
小
晨
報
」
に
發
表
し
た
「
葡
萄
」

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
、
堀
口
の
『
季
節
と
詩
心
』
に
觸
れ
て
い
る（

（（
（

。
穆
時
英
の

死
後
、
彼
を
堀
口
の
作
風
に
喩
え
る
評
價
も
殘
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
は
、
穆
時
英
が
堀
口

大
學
に
對
し
て
始
終
强
い
關
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
だ
ろ
う
。
中
國
新

感
覺
派
の
外
部
か
ら
の
評
價
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
蘇
☃
林
氏
は
、
穆
時
英
を

論
じ
た
文
章
で
、
新
感
覺
派
の
創
始
者
は
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
で
あ
る
と
し
、
日

本
の
橫
光
利
一
、
堀
口
大
學
ら
に
影
響
を
與
え
、
中
國
で
は
施
蟄
存
、
穆
時
英
が

同
派
の
代
表
者
と
な
っ
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。
穆
時
英
に
對
す
る
堀
口
の
影
響
は
、
中

國
新
感
覺
派
に
お
け
る
新
興
の
都
市
文
學
の
受
容
の
一
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。「

南
北
極
」
お
よ
び
「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」
よ
り
後
に
發
表
し
た
作
品
で

も
、
都
市
や
近
代
は
重
要
な
主
題
で
あ
る
が
、
書
き
方
に
は
變
化
が
現
れ
る
。
例

え
ば
、
兩
作
品
に
や
や
遲
れ
て
發
表
し
た
「
斷
了
條
肐
膊
的
人
」（
片
腕
を
切
斷
さ

れ
た
男
（
（（
（

）
は
、
下
層
男
性
の
都
市
に
對
す
る
恐
怖
を
、
體
制
に
馴
致
さ
れ
て
ゆ
く

絕

と
し
て
描
く
。
主
人
公
は
工
場
で
機
械
を
操
作
し
て
い
る
際
に
片
腕
を
切
斷

さ
れ
、
貧
困
と
一
家
離
散
に
苦
し
む
が
、
最
終
的
に
は
沒
個
性
的
で
代
替
可
能
な

存
在
と
し
て
の
自
己
を
受
け
入
れ
る
。
馴
致
に
至
る
ま
で
の
主
人
公
の
精
神
的
苦

痛
は
、
夢
や
幻
想
を
交
え
た
反
復
表
現
に
よ
り
語
ら
れ
る
。

「
南
北
極
」
か
ら
「
斷
了
條
胳
膊
的
人
」
に
至
る
ま
で
の
作
品
で
、
穆
時
英
は

社
會
の
異
な
る
階
層
に
お
け
る
、
近
代
都
市
へ
の
反
發
、
抵
抗
、
恐
怖
、
屈
服
、

馴
致
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
反
應
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
一
連
の
變
化
を
通
觀

し
た
と
き
、「
南
北
極
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
へ
の
あ
か
ら
さ

ま
で
激
し
い
嫌
惡
は
、
徐
々
に
消
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
被
當
作
消

遣
品
的
男
子
」
よ
り
後
に
發
表
さ
れ
た
作
品
で
、
近
代
と
都
市
に
對
す
る
反
發
や

不
㊜
應
な
ど
の
反
應
は
重
要
な
主
題
で
あ
る
も
の
の
、
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
へ
の
嫌

惡
を
媒
介
と
せ
ず
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
穆
時
英
は
、
心
理
表
象
や
都
市
文
學
の

文
體
な
ど
技
巧
上
の
展
開
を
見
せ
つ
つ
、
よ
り
一
般
的
な
「
近モ
ダ
ン代
」
の
問
題
に
關

心
を
移
し
て
ゆ
く
。

　

㊟
（
１
）　

穆
時
英
「
南
北
極
」『
小
說
⺼
報
』
第
二
十
二
卷
第
一
號
（
一
九
三
一
年
一
⺼
）。

脫
稿
は
一
九
三
〇
年
八
⺼
一
日
。
單
行
本
、『
南
北
極
』
初
版
（
湖
風
書
局
、
一
九

三
二
年
一
⺼
）、
影
印
本
（
百
芲
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
收
錄
さ
れ
る
。

拙
論
で
は
、
初
出
を
底
本
に
用
い
る
。

（
２
）　
『
新
文
藝
』
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
の
紹
介
に
つ
い

て
は
、
王
志
松
「
劉
吶
鷗
と
「
新
興
文
學
」―

マ
ル
ク
ス
主
義
文
藝
理
論
の
受
容

を
中
心
と
し
て
」（『
上
海
一
〇
〇
年―

日
中
文
化
交
流
の
場ト

ポ
ス所

』
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
三
年
）
お
よ
び
、
劉
姸
「
中
國
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
と
左
翼
文
學
の
倂
置
と
矛
盾

に
つ
い
て―

雜
誌
『
無
軌
列
車
』、『
新
文
藝
』
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊
學
』
一

六
七
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
八
⺼
）
に
詳
し
い
。

（
３
）　

穆
時
英
『
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
』（
良
友
圖
書
印
刷
公
司
、
一
九
三
一
年
一
〇

⺼
）。
單
行
本
、『
公
墓
』（
現
代
書
局
、
一
九
三
三
年
六
⺼
）
に
收
錄
さ
れ
る
。
拙

論
で
は
、
初
出
を
底
本
に
用
い
る
。

（
４
）　

た
と
え
ば
、
杜
衡
「
關
於
穆
時
英
的
創
作
」『
現
代
出
版
界
』
第
九
朞
（
一
九
三

三
年
二
⺼
）
一
〇
ペ
ー
ジ
に
、「
顯
然
地
，
無
可
諱
言
而
且
無
容
諱
言
地
，
時
英
在

創
造
上
是
沿
着
兩
條
絕
不
相
同
的
路
徑
走
。
他
的
作
品
，
非
常
自
然
地
可
以
分
成
兩

個
型
類:

一
是
「
南
北
極
」
之
類
，
一
是
「
公
墓
」
之
類
，
而
這
兩
類
作
品
自
身
也

的
確
形
成
了
一
個
南
北
極
。
就
是
我
個
人
最
初
看
見
「
公
墓
」
的
時
候
也
就
覺
得
非

常
地
詫
異
。
／
這
種
二
重
人
格
的
表
現
就
成
爲
對
時
英
的
一
切
非
難
的
總
因
」。

（
５
）　

李
征
「
中
國
三
十
年
代
文
學
に
お
け
る
新
感
覺
派
小
說
手
法
の
受
容―

穆
時
英



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
一
八

の
『
共
同
墓
地
』
を
め
ぐ
っ
て―

」『
文
學
硏
究
論
集
』
第
一
一
號
（
一
九
九
四
年
）。

の
ち
に
、『
表
象
と
し
て
の
上
海―

日
本
と
中
國
の
新
感
覺
派
文
學
運
動
に
關
す

る
比
較
文
學
的
硏
究
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
一
年
二
⺼
）
に
、「
租
界
上
海
の
「
都

市
風
景
線
」―

穆
時
英
の「
も
て
遊
ば
れ
た
男
」を
中
心
に
」と
し
て
收
錄
さ
れ
る
。

（
６
）　

寒
生（
陽
翰
笙
）「
南
北
極
」『
北
斗
』創
刊
號（
一
九
三
一
年
九
⺼
）一
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
７
）　
「
⺼
夜
」は
詩
集『
砂
の
枕
』（
第
一
書
房
、一
九
二
六
年
）に
收
錄
さ
れ
た
の
ち
、『
堀

口
大
學
詩
集
』
に
收
錄
さ
れ
る
。
兩
者
に
異
同
は
な
い
。
劉
吶
鷗
が
飜
譯
に
用
い
た

底
本
は
不
朙
で
あ
る
が
、「
譯
者
附
記
」
に
堀
口
の
著
作
と
し
て
『
堀
口
大
學
詩
集
』

を
擧
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
本
に
用
い
た
。

（
８
）　

許
秦
蓁
「
專
訪
上
海
施
蟄
存
談
劉
吶
鷗
」
康
來
新
、
許
秦
蓁
編
『
臺
灣
現
當
代
作

家
硏
究
㊮
料
彙
編
５
３
劉
吶
鷗
』（
國
立
臺
灣
文
學
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
二
四
ペ

ー
ジ
。

（
９
）　

柳
澤
健
「
堀
口
大
學
小
論
」『
國
文
學　

解
釋
と
鑑
賞
』
一
九
七
七
年
一
⺼
號
、

三
六
ペ
ー
ジ
。

　
　

な
お
、
こ
の
評
價
は
「
乳
房
」
と
い
う
詩
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
。「
乳
房
」
は
劉

吶
鷗
の
手
で
中
國
語
に
飜
譯
さ
れ
、「
掘
口
大
學
詩
抄
」
と
し
て
發
表
さ
れ
た
詩
の

一
つ
で
あ
る
。

（
10
）　Shu-m

ei Shih, the Lure of the M
odern: W

riting M
odernism

 in 
Sem

icolonial China, 1917-1937, U
niversity of California Press, 

2001, p.314

　
　

原
文
は
「M

uʼs representative of the rural m
ale underclass sees 

him
self as cast off by his w

om
an, w

ho opts for m
odernity and the 

city, the double source of his oppression. To resist this oppression, 
M

uʼs protagonists in Poles A
part flaunt extrem

e m
asculine notions 

of m
ale chivalry and brotherhood, m

aking the critique of capitalist 
seduction and corruption a hyper-m

asculinist enterprise.

」

（
11
）　

ス
ー
ザ
ン
・
マ
ン
、
小
濱
正
子
、
リ
ン
ダ
・
グ
ロ
ー
ブ
監
譯
『
性
か
ら
よ
む
中
國

史―

男
女
隔
離
・
纏
足
・
同
性
愛
』（
平
凢
社
、
二
〇
一
五
年
）
二
五―

六
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　

㊟
（
11
）
歬
揭
書
、
三
三―

四
ペ
ー
ジ
。

（
13
）　

穆
時
英
「
咱
們
的
世
界
」『
新
文
藝
』
第
一
卷
第
六
號
（
一
九
三
〇
年
二
⺼
）
一

〇
七
〇
、
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　

穆
時
英「
黑
旋
風
」『
新
文
藝
』第
二
卷
第
一
號（
一
九
三
〇
年
三
⺼
）二
九
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　

本
作
品
に
お
け
る
「
女
性
嫌
惡
症
」
等
心
理
學
の
用
語
に
關
し
て
は
、彭
小
姸
『
浪

蕩
子
美
學
與
跨
文
化
現
代
性—

—

一
九
三
〇
年
代
上
海
、
東
京
及
巴
黎
的
浪
蕩
子
、

漫
遊
者
與
譯
者
』（
聯
經
出
版
、二
〇
一
二
年
）の
第
五
章「
一
個
旅
行
的
現
代
病:

「
心

的
疾
病
」
與
摩
登
靑
年
」（
初
出
は
「
一
個
旅
行
的
現
代
病—

—

「
心
的
疾
病
」、
科

學
術
語
與
新
感
覺
派
」『
中
國
文
哲
硏
究
集
刊
』第
三
四
朞
、二
〇
〇
九
年
）に
詳
し
い
。

（
16
）　

㊟
（
５
）
歬
揭
書
、三
一
七
ペ
ー
ジ
。
㊟
（
15
）
歬
揭
書
、二
九
八
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、

嚴
家
炎
氏
は「
略
說
穆
時
英
的
文
學
史
地
位—

—

『
穆
時
英
全
集
』代
序
」に
お
い
て
、

「
作
家
把
浪
漫
主
義
、
寫
實
主
義
都
看
作
『
過
時
』
的
貨
色
」
の
例
と
し
て
該
當
の

個
所
を
引
用
す
る
。（
嚴
家
炎
・
李
今
編
『
穆
時
英
全
集
』
第
一
卷
、
北
京
十
⺼
文

藝
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
ペ
ー
ジ
）

（
17
）　

ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
の
飜
譯
お
よ
び
日
本
と
中
國
の
新
感
覺
派
と
の
比
較
文
學
的

硏
究
は
、錢
曉
波
『
中
日
新
感
覺
派
文
學
的
比
較
硏
究―

保
爾
・
穆
杭
、橫
光
利
一
、

劉
吶
鷗
和
穆
時
英
（
日
本
と
中
國
の
新
感
覺
派
文
學
に
關
す
る
比
較
硏
究―

ポ
ー

ル
・
モ
ー
ラ
ン
、橫
光
利
一
、劉
吶
鷗
、穆
時
英
を
中
心
に
）』（
上
海
交
通
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
の
第
二
章
「
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
と
日
本
お
よ
び
中
國
の
新
感
覺
派

文
學
」
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

（
18
）　

た
と
え
ば
、
渡
邊
一
民
氏
は
堀
口
の
譯
文
を
「
大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本

の
文
壇
に
大
き
な
衝
擊
を
あ
た
え
た
モ
ー
ラ
ン
の
『
夜
ひ
ら
く
』
の
文
體
の
新
し
さ

が
、
じ
つ
は
モ
ー
ラ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
下
旉
き
に
し
た
譯
文
の
新
し
さ
だ
っ
た
」

「
原
文
と
は
一
味
違
っ
た
、
難
解
で
は
あ
る
が
新
鮮
で
大
膽
な
、
讀
者
に
衝
擊
を
あ



穆
時
英
に
お
け
る
モ
ダ
ン
都
市
の
性
愛
と
堀
口
大
學

二
一
九

た
え
ず
に
は
お
か
ぬ
、
獨
自
の
文
體
を
創
造
し
た
」
と
評
價
す
る
。
渡
邊
一
民
「
故

鄕
離
脫
者
と
故
鄕
喪
失
者―

《
ア
プ
レ
＝
ゲ
ー
ル
》
の
パ
リ―

」『
文
學
』
第

四
卷
第
四
號
（
一
九
九
三
年
一
〇
⺼
）
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
19
）　

㊟
（
17
）
歬
揭
書
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
20
）　

㊟
（
10
）
歬
揭
書
、
三
一
七―

八
ペ
ー
ジ
。
原
文
は
「Like Liu N

aʼouʼs m
odern 

girls, Rongzi, as the em
bodim

ent of urban m
odernity, provides 

the C
hinese m

ale protagonist an opportunity to experience a 
sim

ulated urban rom
ance in H

ollyw
ood style, but he finds him

self 
em

asculated in the process.

」

（
21
）　

李
今
『
海
派
小
說
與
現
代
都
市
文
化
』（
安
徽
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一

一
一
ペ
ー
ジ
。

（
22
）　

㊟
（
21
）
歬
揭
書
、
一
三
三
、
四
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　

た
と
え
ば
、瞿
秋
白
は
同
作
品
を「
最
近
我
方
才
發
見
了
一
本
小
小
說
，題
目
是「
被

當
做
消
遣
品
的
男
子
」。
單
是
這
個
題
目
就
夠
了
！
」
と
こ
き
お
ろ
す
。
司
馬
今
（
瞿

秋
白
）「
財
神
還
是
反
財
神
」『
北
斗
』
第
二
卷
第
三
四
朞
（
一
九
三
二
年
七
⺼
）
四

九
三
ペ
ー
ジ
。

（
24
）　

穆
時
英
「
上
海
的
狐
步
舞
」『
現
代
』
第
二
卷
第
一
朞
（
一
九
三
二
年
一
一
⺼
）

お
よ
び
、「
夜
總
會
裏
的
五
個
人
」『
現
代
』
第
二
卷
第
四
朞
（
一
九
三
三
年
二
⺼
）。

兩
作
品
は
單
行
本
『
公
墓
』（
現
代
書
局
、
一
九
三
三
年
五
⺼
）
に
收
錄
さ
れ
る
。

（
25
）　

齋
藤
敏
康
「
雜
誌
「
現
代
」
に
お
け
る
施
蟄
存
そ
し
て
劉
吶
鷗
」『
靜
岡
大
學
敎

養
部
硏
究
報
吿　

人
文
・
社
會
科
學
篇
』
第
二
四
卷
第
二
號
（
一
九
八
八
年
）
一
八

四―

一
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
26
）　
「
編
輯
的
話
」『
新
文
藝
』
第
一
卷
第
六
號
（
一
九
三
〇
年
二
⺼
）
一
二
二
五―

六

ペ
ー
ジ
。

（
27
）　

例
え
ば
、
張
建
民
「
穆
時
英
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
體
驗
」
に
つ
い
て
」『
野
草
』

第
七
六
號
（
二
〇
〇
五
年
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
28
）　

穆
時
英
「
女
人
」『
中
國
學
生
』
第
一
八
號
（
一
九
三
〇
年
六
⺼
）
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
29
）　

㊟
（
28
）
歬
揭
書
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
30
）　

㊟
（
17
）
歬
揭
書
、
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
31
）　

例
え
ば
、以
下
の
作
品
が
擧
げ
ら
れ
る
。
穆
時
英「
新
秋
散
記
」『
晨
報
』小
晨
報（
一

九
三
五
年
九
⺼
一
二
日
）。
劉
吶
鷗
「
你
夫
人
是
中
國
人
嗎
」『
晨
報
』
晨
曦
（
一
九

三
五
年
九
⺼
一
三―

二
四
日
）。
橫
光
利
一
、
高
朙
譯
「
竹
芲
」『
晨
報
』
晨
曦
（
一

九
三
五
年
九
⺼
一
三
日
）。
橫
光
利
一
、
高
朙
譯
「
鯉
魚
」『
晨
報
』
晨
曦
（
一
九
三

五
年
九
⺼
一
四
日
）。
橫
光
利
一
、
高
朙
譯
「
水
晶
」『
晨
報
』
晨
曦
（
一
九
三
五
年

九
⺼
一
八
日
）。
崛マ

マ

口
大
學
「
驪
人
漫
語
」『
晨
報
』
小
晨
報
（
一
九
三
五
年
一
〇
⺼

一
四
日
）。
堀
口
大
學
「

翠
樓
雜
記
」『
晨
報
』
小
晨
報
（
一
九
三
五
年
一
〇
⺼
二

八―

二
九
日
）。
堀
口
大
學
の
作
品
「
驪
人
漫
語
」「

翠
樓
雜
記
」
は
ど
ち
ら
も
、

文
學
に
關
す
る
逸
話
の
紹
介
で
あ
り
、『
季
節
と
詩
心
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
五
年
）

に
收
錄
さ
れ
る
。
飜
譯
者
は
不
朙
で
あ
る
が
、
同
じ
二
八
日
に
揭
載
さ
れ
た
穆
時
英

の
「
葡
萄
」
が
、「
吶
鷗
的
園
子
裏
」
で
の
出
來
事
を
語
り
つ
つ
、
堀
口
大
學
の
『
季

節
と
詩
心
』
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
驪
人
漫
語
」
お
よ
び
「

翠
樓
雜
記
」

の
飜
譯
者
も
劉
吶
鷗
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

（
32
）　

堀
口
大
學
「

翠
樓
雜
記
」『
晨
報
』
小
晨
報
（
一
九
三
五
年
一
〇
⺼
二
八
）。

（
33
）　

穆
時
英
「
葡
萄
」『
晨
報
』
小
晨
報
（
一
九
三
五
年
一
〇
⺼
二
七―

二
八
日
）。

（
34
）　

迅
俟
「
穆
時
英
」
楊
之
華
編
『
文
壇
史
料
』（
中
華
日
報
社
、
一
九
四
三
年
）
二

三
一
ペ
ー
ジ
。

　
　
「
滿
肚
子
堀
口
大
學
式
的
俏
皮
話
，
㊒
着
橫
光
利
一
的
小
說
作
風
，
和
林
房
雄
一
樣

的
在
創
造
着
簇
新
的
小
說
的
形
式
，
這
便
是
穆
時
英
先
生
的
內
容
。」

（
35
）　

蘇
☃
林
「
第
四
十
四
章　

新
感
覺
派
穆
時
英
的
作
風
」『
中
國
二
三
十
年
代
作
家
』

（
純
文
學
出
版
社
、一
九
八
三
年
）
四
四
一―

二
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
該
書
は
一
九
三
〇

年
代
の
武
漢
大
學
に
お
け
る
講
義
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
36
）　

穆
時
英
「
斷
了
條
胳
膊
的
人
」『
現
代
』
第
一
卷
第
四
朞
（
一
九
三
二
年
八
⺼
）。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
二
〇

の
ち
に
『
南
北
極
』
改
訂
版
（
現
代
書
局
、
一
九
三
三
年
一
⺼
）
に
收
錄
さ
れ
る
。

同
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
穆
時
英
「
片
腕
を
切
斷
さ
れ
た
男
」
論―

反
復
さ

れ
る
切
斷
の
表
象
に
着
目
し
て―

」『
集
刊
東
洋
學
』
一
一
六
號
（
二
〇
一
七
年
）

を
參
照
。




